
 1 

「情報科学との協働による革新的な農産物栽培手法を実現するための技術

基盤の創出」 

2017 年度採択研究者 

 

戸田 陽介 

 

 

名古屋大学トランスフォーマティブ生命分子研究所／科学技術振興機構 

特任助教／さきがけ研究者 

 

 

ディープラーニングを利用した植物表現型の定性的・定量的計測技術の開発 

 

 

 

§１．研究成果の概要  

 

深層学習の利活用によって「これまで困難であった」応用が実現し、画像解析手法の可能性を大

幅に広げた一方、教師データの効率的な作成が課題として残されている。このような問題に取り組

むため、本年度は以下２点について研究を進めた。 

 

１． シミュレーション画像を活用した教師データを用いた機械学習モデルの作成 

種子のように数の多い物体の形状を測定するためにはインスタンス・セグメンテーションなどの機械

学習の利用が考えられるが、必要となる教師データの作成は手間がかかり、多様な作物種を高速

かつ簡便に測定することは困難であった。そこで、種子画像を仮想空間上にランダムに合成するこ

とで、教師データに使われる画像を大量に自動生成し、機械学習（深層学習）モデルの効率的な

訓練を行う手法を構築した。実際に合成データのみを用いて学習を行ったところ、手作業で測定

するときと同程度の精度で、画像からの種子の検出と形状の抽出が可能であることを示すことがで

きた。本研究結果は、国際科学誌 Communications Biology に受理された (2020 年度４月掲載予

定)。 
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２． 教師データクレンジング技術の開発 

画像分類問題を解く機械学習モデルの訓練には、ラベル付き教師データが必要不可欠となる。し

かしながら、ラベルの誤りや訓練に適さない画像など、いわゆるラベルノイズがしばしば問題とされ

る。本年度は、植物の病害画像からノイズを除去する各種方法を網羅的に適用し、その有効性に

ついて検証した。その結果、いくつかの手法について定性的ながら効率的に教師データクレンジ

ングを可能となる手法を見出すことができた。 


